

















MRI 検査を実施し、その有用性について同時に実施した CT 検査と比較検討した。その結
果、CT 検査では単純 CT 画像、造影 CT 画像およびこれらの画像を基に作成した 3D 合成
画像などから血流が豊富な巨大な一つの腫瘤塊として描出されたが、MRI 検査では T1 強






癒着の有無を評価する目的として out-of-phase T1 強調撮像検査を実施した。先ず、2 頭






腺癌に罹患した犬 3 頭に対して造影前および造影剤投与後の out-of-phase T1 強調撮像検
査を実施し、得られた画像を同時に行った造影前および造影剤投与後の CT 検査と比較検
討した。その結果、CT 画像と比較して MR 画像の方が、内部構造については造影前およ
び造影後の画像において、ともに鮮明な情報が得られた。また癒着の有無については、CT
検査では 3 頭全頭において癒着および浸潤の疑いありと診断したが、造影 out-of-phase T1




診断に実施されている Dynamic MRI 検査が獣医療でも応用可能かを検討した。健常ビー
グル犬 5 頭を用い、まず Dynamic CT 検査を行い、大動脈、肝動脈、門脈および正常肝臓
実質の造影タイミングを参考に Dynamic MRI 撮像時の条件設定を作成した。その撮像条









結果を基に、第 5 章では臨床例として犬の肝臓に発生した直径 1cm 大の腫瘤塊に対し、
Dynamic MRI 検査を実施した。直径 1cm 以下の腫瘤の検出は CT 検査では難しいと言わ
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れているため、今回 Dynamic MRI 検査で得られた画像を、同時に実施した Dynamic CT
検査と比較検討した。その結果、Dynamic CT 検査では造影剤投与前において腫瘤塊を疑
う結節像は認められなかったが、造影剤投与後に結節像が描出された。しかし、腫瘤塊は














瘍診断における MRI 検査の更なる可能性を検討する目的として、第 6 章では獣医療にお
いても腹部 DWI 検査が応用できるかの基礎的検討を行った。臨床上および血液学上にお




















る Dynamic MRI 検査の撮像条件を設定し、その条件を基に肝臓内に高分化型肝細胞が認
められた犬 1 頭に対して Dynamic MRI 検査を実施したところ、従来行われている
Dynamic CT 検査よりも画質や支配血管の評価について詳細な情報を得ることができた。
その他、獣医療における腹部腫瘍疾患に対する新たな MRI 検査の撮像法として DWI 検査
を行い、健常犬を用いて基礎的な検討を実施したところ、人医療と異なり描出臓器が一部
に限定されたが、ADC の測定は可能であった。撮像時間については CT 検査よりも若干か
かることや、DWI 検査においては撮像条件を含めた更なる検討が必要であるが、獣医療に
おいても腹部腫瘍疾患の診断法として軟部組織のコントラスト分解能が優れ、かつ種々の
撮像方法が可能な MRI 検査はより詳細な情報をもたらすことができ、有用性が高いとい
うことを本研究によって明らかにすることができた。 
